
この画像、あなたなら、どう検索しますか?

"Data-driven“

データの使い方を利
用者に委ねることで
研究の可能性を無限
に拡げてゆくのが
e-Scienceの魅力。

でも、アクセスでき
なければ、その可能
性は眠ったまま。

「最良の検索キーは、
利用者が知っている」
これが私たちの出発
点です。

FolksonomyFolksonomy が、が、ee--ScienceScience を変える。を変える。

Social TagSocial Tag が、データにが、データに命命を与える。を与える。

「みんな」で築く「みんな」で築く ee--ScienceScience、、リポジトリリポジトリから始まります。から始まります。

教員と図書館のコラボレーション

2008年，IRコンテンツに

ソーシャルタグを付与する
システムを開発。

「メタデータから漏れていたキーワードが、タグによって補
われていた」
「他のタグからの連想で、新たなタグが付与された」
実証実験によって確認された効果の一例です。

2009年は「教員と図書館の連携」を図りながら、実証実

験を拡大します。

e-Science基盤構築のためのデータ･キュレーション機能拡充の実証実験
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